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秋
の
収
穫
を
飾
る
「
第
二
十
五

回
農
協
ま
つ
り
」・「
第
五
十
回
ふ

れ
あ
い
電
化
シ
ョ
ー
」
が
十
一
月

十
日
・
十
一
日
の
二
日
間
、
田
尻

の
百
塚
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
前
『
イ
ベ
ン
ト
広
場
』
で
盛

大
に
行
わ
れ
、
組
合
員
を
は
じ
め

地
域
住
民
や
遠
方
か
ら
多
く
の

方
々
が
訪
れ
、
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。  

　
会
場
で
は
電
化
製
品
・
農
機
具
・

自
動
車
・
家
具
・
日
用
品
な
ど
が

展
示
販
売
さ
れ
る
と
と
も
に
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
青
年
部
コ
ー
ナ
ー
、

女
性
部
コ
ー
ナ
ー
、
各
部
会
コ
ー

ナ
ー
が
出
店
し
、
買
い
求
め
る
お

客
さ
ん
で
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、

農
産
物
直
売
所
と
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク

で
は
、
新
鮮
な
地
場
野
菜
が
特
価

販
売
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
笑

い
づ
く
し
の
大
道
芸
、
元
気
あ
ふ

れ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
が
行
わ
れ
、

大
人
か
ら
子
供
が
一
緒
に
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
農
協
ま
つ
り
と
い
え
ば
定
番
の

「
豚
汁
」
と
「
つ
き
た
て
お
餅
」。

好
評
に
よ
り
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
の
度
の
「
農
協
ま
つ
り
」・「
ふ

れ
あ
い
電
化
シ
ョ
ー
」
に
ご
来
場

頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
も
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第25回秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭

農協まつり農協まつり農協まつり
秋の収穫祭
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十
一
月
九
日
、
農
協
ま
つ
り
「
切
花
品
評
会
」
が
行
わ
れ
、
切
り
花

26
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
気
象
経
過
と
生
育
状
況
は
、
七
月
か
ら
八
月
は
異
常
な
高
温

乾
燥
に
よ
り
、
圃
場
の
水
管
理
、
ス
ト
ッ
ク
や
ハ
ボ
タ
ン
の
発
芽
不
良

に
よ
る
ま
き
直
し
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
降
水
量
が
多
く
、
路

地
の
圃
場
づ
く
り
が
進
ま
な
い
状
況
で
し
た
。
八
月
末
ま
で
の
天
候
が

よ
か
っ
た
こ
と
か
ら
タ
バ
コ
ガ
等
の
ヤ
ガ
の
発
生
が
多
く
、
防
除
が
必

要
で
し
た
。

　

ま
た
、
２
度
台
風
の

通
過
が
あ
り
ま
し
た
が
、

強
風
に
よ
る
被
害
は
少

な
く
す
み
ま
し
た
。
本

年
は
、
例
年
以
上
に
き

め
細
や
か
な
水
管
理
や

肥
培
管
理
が
必
要
と
さ

れ
る
中
、
品
質
の
良
い

切
り
花
や
枝
物
が
多
く

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
切
り
前
の
状
態
②
花

色
の
発
色
状
態
③
全
体

の
草
姿
バ
ラ
ン
ス
・
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
④
病
害

虫
・
障
害
等
の
有
無
⑤

品
種
特
性
の
有
無
⑥
茎

葉
の
処
理
等
の
出
荷
技

術
に
つ
い
て
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
下

記
の
方
々
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

農
産
物
品
評
会
に
は
根
菜
類
・
葉
茎
菜
類
・
果
菜
類
・

い
も
類
等
々
の
約
１
６
５
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
七
月
に
高
温
乾
燥
、
八
月
下
旬
の
豪
雨
、
九

月
に
寡
日
照
か
つ
平
年
の
二
倍
以
上
の
降
雨
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
九
月
四
日
に
台
風
二
一
号
、
九
月
三
十
日
に

は
台
風
二
四
号
の
影
響
が
あ
り
、
白
ね
ぎ
で
は
軟
白
部
の

シ
ワ
に
よ
り
出
荷
品
の
品
質
低
下
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
の
秋
冬
野
菜
に
つ
い
て
も
、
全
般
的
に
多
雨
お
よ
び
寡

日
照
に
よ
る
作
柄
不
良
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

出
品
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
皆
様
方
の

熱
意
や
日
頃
の
栽
培
の
工
夫
等
が
感
じ
ら
れ
、
い
ず
れ
も

甲
乙
つ
け
が
た
い
出
来
映
え
で
あ
り
、
審
査
に
は
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
産
者
の
高
い
栽
培
技
術
に
よ
っ
て
、
よ
り
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
栽
培
と
地
域
農
業
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

審
査
は
、
市
場
、
全
農
富
山
県
本
部
、
富
山
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
、
富
山
市
農
業
水
産
課
、
農
協
青
年
部
及
び
担

当
職
員
に
よ
っ
て
、
品
種
固
有
の
特
徴
、
品
質
の
揃
い
、

出
荷
規
格
の
遵
守
及
び
締
ま
り
、
光
沢
、
病
害
虫
の
有
無

等
の
観
点
で
行
い
、
各
賞
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

品　　　目 支店名 氏　　名 賞内訳
大 根 南部 中山　宏夫 富 山 市 長 賞
白 菜 呉羽 西浦　義則 富 山 市 長 賞
ね ぎ 呉羽 西浦タキ子 富 山 市 長 賞
キ ャ ベ ツ 呉羽 西浦　義則 全 農 賞
か ぶ 和合 小林　秀子 全 農 賞
い も 類（ 里 芋 ） 西部 永守　清信 全 農 賞

柿 南部 池崎　治夫 農業振興会長賞
その他野菜（カボチャ） 西部 上田志津子 農業振興会長賞
その他果実（リンゴ） 南部 林　　唯一 農業振興会長賞
軟 弱 野 菜 呉羽 吉井　　勲 農 協 長 賞
ブロッコリー・カリフラワー 呉羽 西村　　隆 農 協 長 賞
かんきつ類（ゆず） 北部 大場　　昭 農 協 長 賞

品　　　目 支店名 氏　　名 支店名 氏　　名
大 根 南部 五十里紀子 呉羽 山口みさを
ね ぎ 南部 ファーム古沢
白 菜 和合 大場　保郎 南部 五十里紀子
キ ャ ベ ツ 呉羽 土田　芳弘 和合 後藤よし子
か ぶ 西部 飯田　一雄
い も 類（ 里 芋 ） 呉羽 吉井　　勲
か ん き つ 類 呉羽 山口　　清
その他野菜（人参） 和合 小林　秀子
軟 弱 野 菜 呉羽 山口　　清
ブロッコリー・カリフラワー 和合 大場　勝子
その他果実（キュウイ） 南部 山崎　保雄

品　　　目 支店名 氏　　名 支店名 氏　　名
大 根 西部 笹木　龍蔵 和合 後藤　秀雄
ね ぎ 和合 IHファーム 和合 黒崎　甚光
白 菜 西部 永守　清信 南部 米島　武忠
キ ャ ベ ツ 和合 大場　勝子 南部 ファーム古沢
か ぶ 和合 和田　悦子 呉羽 西浦　義則
いも類（さつまいも・里芋） 東部 澤井　三成 北部 眞田　秀子

柿 和合 松浦　　正
その他野菜（レタス） 西部 高浪　幸三
軟 弱 野 菜 西部 飯田　一雄 和合 大場　勝子
ブロッコリー・カリフラワー 西部 見角　　稔 和合 渡辺　フミ

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

切
花
品
評
会

切
花
品
評
会

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

農
産
物
品
評
会

農
産
物
品
評
会

秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭

農協
まつり
農協
まつり
農協
まつり

秋の収穫祭

秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭

農協
まつり
農協
まつり
農協
まつり

秋の収穫祭

切花品評会受賞者
賞　　　　　名 受賞品目・品種名 受賞者名

支店名 氏　名
金賞
３点

富山市長賞 ユリ（オリエンタル） 中部 青山　愛子
ＪＡ全農とやま本部長賞 ひまわり 中部 塚本　清信
なのはな農業協同組合長賞 小菊（紅桃） 北部 関野　久美

銀賞
８点

富山市農業振興会長賞 ハイビスカス（パープル） 南部 春田　　豊
富山県花き生産者協議会長賞 サンゴ水木 水橋 松波　武良
富山市花き生産者協議会長賞 ストック（白） 北部 茶木　靖夫
富山中央花き園芸代表取締役社長賞 風船トウワタ 和合 永森　静子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ハボタン（紅） 北部 花井　孝好
なのはな農協花き出荷組合長賞 カンパニューラ 水橋 押田　幸子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ストック（白） 和合 米山　幸子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ハボタン 東部 中橋美智子

総出品点数２6点

１等賞

２等賞

３等賞
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富
山
市
優
良

農
林
漁
業
者

表
彰

富
山
市
優
良

農
林
漁
業
者

表
彰

第47回
ＪＡ富山県大会

富山県ＪＡ会館
８階ホール

「
自
己
改
革
の
実
践
に
よ
る

元
気
な
富
山
県
農
業
の
実
現
」

「
自
己
改
革
の
実
践
に
よ
る

元
気
な
富
山
県
農
業
の
実
現
」

　

十
一
月
十
二
日
、
富
山
市
役
所
で
富
山
市
農

林
漁
業
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
称
え

る
、
平
成
三
十
年
度
富
山
市
優
良
農
林
漁
業
者

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
農
林
漁
業
優
良
生
産
部
門
　

　
水
田
営
農
の
部

　

農
事
組
合
法
人

　

田
尻
営
農
組
合
（
和
合
支
店
）

　

大
豆
転
作
組
合
と
し
て
設
立
し
十
七
年
間
営

農
を
継
続
、
適
宜
に
設
備
投
資
等
を
行
い
安
定

し
た
生
産
を
行
い
、
平
成
三
十
年
か
ら
は
水
稲

の
作
付
を
行
う
等
、
地
域
の
中
心
経
営
体
の
一

つ
と
し
て
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
47
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会
が
十
一
月
二
十

日
、
富
山
県
Ｊ
Ａ
会
館
８
階
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
関
係
者
が
出
席
し
て
、

富
山
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
来
年
度
か

ら
の
中
期
３
カ
年
の
重
点
課
題
や
基
本
方
針

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
伊
藤
孝
邦
Ｊ
Ａ
富
山
中
央

会
会
長
が
『
平
成
三
十
年
三
月
に
署
名
さ
れ

た
新
た
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
国
会
で
承
認
さ

れ
、
年
内
に
発
効
す
る
こ
と
に
な
る
等
か
ら

国
際
化
の
進
展
の
な
か
で
国
内
農
業
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
労
働
力
需
給

が
ひ
っ
迫
す
る
な
か
、
生
産
現
場
で
は
労
働

力
不
足
の
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
や

正
組
合
員
の
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
世
代
交

代
等
も
あ
っ
て
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤
で
あ
る

組
合
員
構
成
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿
」
は
、Ｊ
Ａ
が
「
食

と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」
と
し
て
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
実
現
を

目
指
す
べ
き
方
向
で
す
』
と
挨
拶
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
で
は
、
前
回
大
会
以
降
３
カ
年

間
、
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
は
地
域
農

業
を
支
え
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
引
き
続

き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
総
合
事
業
を
通
じ

て
地
域
に
お
け
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
一

翼
を
担
い
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
①
「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
へ
の
さ
ら

な
る
挑
戦
、
②
自
己
改
革
を
支
え
る
組
織
・

事
業
・
経
営
の
再
構
築
、
③
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
の
強
化
と
「
食
」「
農
」「
協
同
組
合
」
に

か
か
る
理
解
の
醸
成
、
の
３
項
目
を
基
本
目

標
と
す
る
大
会
議
案
を
起
案
し
、
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
お
い
て
優
良
生
産
者
・
協

同
組
合
役
員
功
労
（
役
員
）
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

【
優
良
生
産
者
表
彰
】

　

土
田　

昭　
（
呉
羽
支
店
）

【
協
同
組
合
役
員
功
労
（
役
員
）
表
彰
】

　

松
井　

正
次　

副
組
合
長
理
事

　

島
﨑　

利
治　

理
事
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レ
イ
ン
ボ
ー

体
操
教
室

Ｊ
Ａ
女
性

ま
つ
り

Ｊ
Ａ
女
性

ま
つ
り

女
性
部
旅
行

メ
ナ
ー
ド
青
山
リ
ゾ
ー
ト
・
伊
賀
組
み
紐
体
験
・

松
阪
牛
す
き
や
き
と
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
の
旅

　

十
一
月
五
日
～
六
日
、女
性
部
員
二
十
二
名
が
参
加
し
て
、

「
三
重
県
伊
賀
市
」
の
旅
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
心
を
弾
ま
せ
て
出
発
し
ま
し

た
。
昼
食
は
松
阪
牛
の
す
き
や
き
を
堪
能
し
、
午
後
か
ら
は

Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と
女
性
部
部
員
の
方
か
ら
農
産
物
加
工
場

「
あ
ぐ
り
ぴ
あ
伊
賀
」

の
施
設
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
施
設
を

見
せ
て
も
ら
い
と
て

も
感
動
し
、
ま
た
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
組
み
紐

体
験
を
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

や
キ
ー
ホ
ー
ル
ダ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。

お
城
や
博
物
館
も
見

学
し
、
最
後
に
農
産

物
直
売
所
「
と
れ
た

て
市
ひ
ぞ
っ
こ
」
で

研
修
を
し
て
帰
路
に

就
き
ま
し
た
。

　

楽
し
い
旅
行
に
な

り
、
た
く
さ
ん
の
お

土
産
と
思
い
出
を
も

っ
て
家
路
に
着
き
ま

し
た
。

　

十
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
、
食
の
王
国
フ
ェ
ス
タ
の

会
場
内
で
、
Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
組
織
協
議
会
主
催
の
第
２

回
Ｊ
Ａ
女
性
ま
つ
り
～
お
に
ぎ
り
フ
ェ
ス
タ
～
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
な
の
は
な

農
協
の
特
産
物
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
女

性
部
（
谷
井
悦
子

部
長
）
と
青
年
部

（
西
野
和
弘
部

長
）
は
、
八
町
米

の
お
に
ぎ
り
や
管

内
産
の
大
豆
や
お

か
ら
、
さ
つ
ま
い

も
を
使
っ
た
お
惣

菜
の
販
売
と
ふ
る

ま
い
餅
を
し
ま
し

た
。

　

両
日
と
も
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者

の
方
々
に
よ
り
、

お
惣
菜
類
も
あ
っ

と
い
う
ま
に
完
売

し
、
ふ
る
ま
い
餅

で
は
子
供
達
も
餅

つ
き
に
飛
び
入
り

で
参
加
し
「
と
て

も
楽
し
い
」
と
大

好
評
で
し
た
。

　

十
月
三
十
日
に
ラ
ビ
ッ
ト
会
（
呉
羽
支
部
・
谷
井
悦
子
支
部
長
）

は
呉
羽
支
店
２
階
で
、三
十
一
日
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
（
東
部
支
部
・

岡
村
多
枝
子
代
表
）
は
新
庄
北
公
民
館
で
、
理
学
博
士
・
レ
イ
ン
ボ

ー
体
操
専
任
講
師
二
村
ヤ
ソ
子
先
生
を
講
師
に
招
き
、
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
は
、
身
体
の
隅
々
ま
で
血
液
を
流
し
、
身
体
を

温
め
て
免
疫
力
を
高
め
、
病
気
に
な
ら
な
い
身
体
を
作
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
ま
た
、
毛
細
血
管

を
通
じ
て
筋
肉
に
酸
素
と
栄

養
を
送
り
ま
す
。
筋
肉
を
鍛

え
て
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
初
心
に

戻
り
基
本
を
講
義
と
実
技
を

交
え
、
し
っ
か
り
と
学
び
ま

し
た
。
わ
か
り
や
す
い
内
容

で
、
楽
し
く
聞
き
あ
っ
と
い

う
間
の
研
修
で
し
た
。

　

ラ
ビ
ッ
ト
会
は
毎
週
木
曜

日
に
呉
羽
支
店
２
階
で
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
は
毎
週
水

曜
日
に
新
庄
北
公
民
館
で
、

午
前
十
時
～
十
一
時
半
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

北
部
支
部
・
水
橋
支
部
で
も

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
女
性
部
各
支
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

レインボークラブ（東部支部）

もちつき体験をする子供達

組み紐体験

ラビット会（呉羽支部）

商品を買い求めるお客様

メナード青山ホテルで記念撮影
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Ｊ
Ａ
な
の
は
な
で

た
ま
ね
ぎ
栽
培

実
証
試
験

Ｊ
Ａ
な
の
は
な
で

た
ま
ね
ぎ
栽
培

実
証
試
験

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
の

収
穫
始
ま
る

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
の

収
穫
始
ま
る

　

た
ま
ね
ぎ
は
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
の
戦
略
品
目
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、栽
培
面
積
や
出
荷
量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
成
功
事
例
を
県
内
に
普

及
す
る
た
め
、
県
や
Ｊ
Ａ
と

な
み
野
が
中
心
と
な
り
栽
培

指
導
や
栽
培
支
援
を
行
う
こ

と
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
な
の
は
な

管
内
で
も
３
カ
所
の
約
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
栽
培
実
証
試
験

を
行
い
管
内
で
の
栽
培
検
討

及
び
栽
培
体
系
の
検
討
を
行

い
、
栽
培
普
及
を
目
指
し
ま

す
。

　

水
橋
支
店
管
内
の
金
木
重

三
さ
ん
の
圃
場
で
は
、
約
20

ア
ー
ル
で
た
ま
ね
ぎ
苗
を
定

植
し
ま
し
た
。
今
回
の
定
植

に
使
用
し
た
苗
は
Ｊ
Ａ
と
な

み
野
で
育
苗
さ
れ
た
苗
を
使

用
し
、
同
Ｊ
Ａ
よ
り
借
り
受

け
た
定
植
機
を
使
用
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
毎
月

１
日
、
15
日
、
月
２
回
の
生

育
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
栽

培
管
理
を
し
て
６
月
の
収
穫

を
目
指
し
ま
す
。

　

園
芸
振
興
を
図
る
た
め
、
大
規
模
経
営
体
や
担
い
手
農
家

の
野
菜
栽
培
へ
の
取
組
を
進
め
る
中
、
北
部
支
店
管
内
の
農

事
組
合
法
人
・
高
島
営
農
で
は
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
な
の
は
な
管
内
で
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
さ
れ
る
加

工
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
内
１
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
高
島
営
農
で
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
一
月
三
日
に
は
、
８
月
上
旬
に
定
植

さ
れ
た
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
を
専
用
収
穫
機
を
使
用
し
て
約
10

ア
ー
ル
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
定
植
か
ら
収
穫
ま

で
の
間
に
２
度
の
台
風
、
９
月
以
降
の
平
年
を
遙
か
に
上
回

る
降
雨
等
に
よ
り
生
育
が
遅
れ
、
高
島
営
農
で
の
収
穫
量
は

前
年
の
６
割
程
度
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
他
の
地
域

で
も
順
次
、
収
穫
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

JAなのはな
青年部

Ｊ
Ａ
あ
お
ば

大
感
謝
祭
に

模
擬
店
出
店

Ｊ
Ａ
あ
お
ば

大
感
謝
祭
に

模
擬
店
出
店

　

十
一
月
四
日
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
婦
中
支
店
に
て
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
大

感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
、
富
山
地
区
青
年
組
織
協
議
会
の
事
業
の

一
環
と
し
て
富
山
地
区
内
の
３
つ
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
模
擬
店
を

出
店
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
青
年
部
は
Ｊ
Ａ
よ
り
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
借
り
て
、
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
や
大
学
芋
を
販
売
し
ま
し
た
。

会
場
は
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
な
の
は
な
青
年
部
の
模
擬

店
に
も
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
等
を
買
い

求
め
る
お
客
さ
ん
で
大
盛
況
で
し

た
。
ま
た
、
用
意
し
た
作
り
立
て
の

ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
１
０
０
袋
と
大
学

芋
30
食
は
完
売
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
事
業
を
通
し
て
他
の
Ｊ
Ａ
青
年

部
員
や
組
合
員

と
の
交
流
、
ま

た
他
の
農
協
の

農
業
祭
の
空
気

を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
大
変

良
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

専用定植機による定植作業

専用収穫機による収穫作業

来場者でにぎわう会場
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　50
歳
く
ら
い
か
ら
男
性
の
半
分
以
上
で
前
立
腺
が
大
き
く
な
り
は
じ
め
、
大
な
り
小
な
り

お
し
っ
こ
の
出
方
に
問
題
が
で
て
き
ま
す
。
年
の
せ
い
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？
一
度

大
き
く
な
り
始
め
た
前
立
腺
の
中
心
部
の
〝
こ
ぶ
〞
は
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
80
歳
近
く

ま
で
大
き
く
な
り
続
け
ま
す
。『
勢
い
が
落
ち
た
な
あ
』『
キ
レ
が
な
い
な
あ
』
で
気
が
付
い

て
か
ら
、さ
ら
に
ゆ
っ
く
り
何
年
も
か
け
て
悪
化
し
ま
す
。そ
し
て
あ
る
日
、お
酒
を
飲
ん
だ
り
、

あ
る
薬
を
飲
ん
だ
ら
急
に
尿
が
ち
ょ
ろ
っ
と
し
か
出
な
く
苦
し
く
な
っ
て
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら

ん
だ
お
な
か
で
救
急
に
き
て
管
を
入
れ
ら
れ
る
・
・
・
と
う
い
う
の
が
寒
い
季
節
に
な
る
と
良

く
あ
る
話
で
す
。

　一
旦
で
き
た
大
き
な
〝
こ
ぶ
〞
が
消
え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
は

一
時
的
に
効
果
が
あ
っ
て
も
、
前
立
腺
が
大
き
く
な
り
続
け
れ
ば
そ
の
う
ち
効
果
は
な
く
な

り
ま
す
。
膀
胱
は
高
い
無
理
な
圧
力
で
が
ん
ば
っ
て
尿
を
出
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
疲
れ

果
て
て
変
形
し
た
り
、
尿
を
押
し
出
す
収
縮
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　『薬
を
飲
ん
で
も
イ
マ
イ
チ
だ
け
ど
し
ょ
う
が
な
い
』
な
ど
と
あ
き
ら
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
内
視
鏡
手
術
で
完
治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
膀
胱
に
ま
だ
力
が
残
っ
て
い
た
ら
、

若
い
と
き
の
よ
う
に
ド
ー
っ
と
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。20
代
の
人
と
ト
イ
レ
で
隣
に
な
っ

て
も
か
か
る
時
間
に
差
は
な
く
な
り
ま
す
。

　手
術
は
こ
わ
い
と
お
思
い
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
病
院
で
は
麻
酔
を
か

け
て
、
新
し
い
ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
手
術
法
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
、
従
来

の
方
法
よ
り
完
治
率
が
高
く
、
痛
み
、
入
院
期
間
、
術
後
の
ト
ラ
ブ
ル
は
か
な
り
少
な
く
す

み
ま
す
。

　こ
の
手
術
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
非
常
に
少
な
く
、
手
術
を
勧
め
ら
れ
な
い
病
院
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、
私
た
ち
は
患
者
さ
ん
の
病
状
、
進
行
予
測
を
も
と
に
積
極
的
に
レ
ー
ザ
ー
手
術

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
他
院
で
は
手
術
の
困
難
な
例
な
ど
県
内
外
の
多
数
の
患
者
さ
ん
の

手
術
を
お
こ
な
い
、
平
成
28
年
度
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
統
計
で
は
手
術
件
数
（
レ
ー
ザ
ー
手
術
＋
そ
の

他
の
手
術
）
全
国
第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
患
者
さ
ん
に
『
若
い
と
き
に
戻
っ
た
よ

う
だ
』『
良
く
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
の
に
良
く
な
っ
て
う
れ
し
い
』
と
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
北
陸
地
区
の
患
者
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
光
栄
で
す
。

四柳　智嗣

厚生連高岡病院
泌尿器科診療部長待遇

〜
高
出
力
レ
ー
ザ
ー
機
器

　
　
　
　
　
　を
導
入
〜

〜
高
出
力
レ
ー
ザ
ー
機
器

　
　
　
　
　
　を
導
入
〜

前
立
腺
肥
大
症
の
レ
ー
ザ
ー
手
術

（
内
視
鏡
下
）

前
立
腺
肥
大
症
の
レ
ー
ザ
ー
手
術

（
内
視
鏡
下
）

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
地
域
住
民
の
方
々
の
た
め
の
保
障

活
動
・
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
し
あ
わ
せ
の
輪
を

ひ
ろ
げ
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

将
来
を
担
う
小
・
中
学
生
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
目
指
す

「
相
互
扶
助
、思
い
や
り
の
精
神
」を
伝
え
る
と
共
に
児
童・

生
徒
の
書
写
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
『
平
成
三
十
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
富

山
県
コ
ン
ク
ー
ル
』
が
実
施
さ
れ
、
今
年
も
県
下
15
Ｊ
Ａ

か
ら
２
４
，
６
５
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
十
月
十

日
に
審
査
会
が
開
か
れ
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
入
賞
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

銀
賞
（
半
紙
の
部
）

�

坂
本
こ
こ
ろ
　
桜
谷
小
（
一
年
）

銅
賞
（
半
紙
の
部
）

�

山
西
利
亜
夢
　
附
属
小
（
四
年
）

銅
賞
（
条
幅
の
部
）

�

藤
井
　
　
杏
　
豊
田
小
（
五
年
）

�

須
田
　
恭
子
　
附
属
小
（
六
年
）

�

堀
　
ふ
わ
り
　
藤
ノ
木
小
（
三
年
）

佳
作
（
半
紙
の
部
）

�

前
田
　
煌
心
　
奥
田
小
（
一
年
）

�

青
木
　
菜
南
　
藤
ノ
木
小
（
一
年
）

�

相
澤
　
佑
月
　
水
橋
中
部
小
（
一
年
）

�
岡
根
　
実
俐
　
附
属
小
（
一
年
）

�
山
科
　
賢
愼
　
呉
羽
小
（
二
年
）

�

中
川
　
桃
花
　
奥
田
北
小
（
二
年
）

�

大
林
美
じ
ゅ
　
神
明
小
（
二
年
）

�

土
肥
　
京
華
　
水
橋
中
部
小
（
三
年
）

�

清
重
　
檀
里
　
附
属
小
（
三
年
）

�

土
田
　
暖
大
　
長
岡
小
（
五
年
）

�

須
田
　
恭
子
　
附
属
小
（
六
年
）

�

藤
井
　
愛
望
　
萩
浦
小
（
六
年
）

�

平
井
　
結
梨
　
藤
ノ
木
小
（
六
年
）

�

佐
竹
理
紗
子
　
三
成
中
（
一
年
）

�

鈴
木
　
萌
奈
　
奥
田
中
（
一
年
）

�

本
郷
　
璃
子
　
附
属
中
（
二
年
）

佳
作
（
条
幅
の
部
）

�

岡
本
　
花
野
　
附
属
小
（
一
年
）

�

岡
本
　
果
穏
　
附
属
中
（
一
年
）

�

本
郷
　
璃
子
　
附
属
中
（
二
年
）

北
日
本
放
送
賞
（
半
紙
の
部
）

�

山
口
　
泰
成
　
附
属
小
（
六
年
）

金
　
　
賞
（
条
幅
の
部
）

�

藤
井
　
謙
　
豊
田
小
（
一
年
）

入
賞
者
決
定

平
成
三
十
年
度

Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル 　

た
ま
ね
ぎ
は
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
の
戦
略
品
目
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、栽
培
面
積
や
出
荷
量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
成
功
事
例
を
県
内
に
普

及
す
る
た
め
、
県
や
Ｊ
Ａ
と

な
み
野
が
中
心
と
な
り
栽
培

指
導
や
栽
培
支
援
を
行
う
こ

と
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
な
の
は
な

管
内
で
も
３
カ
所
の
約
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
栽
培
実
証
試
験

を
行
い
管
内
で
の
栽
培
検
討

及
び
栽
培
体
系
の
検
討
を
行

い
、
栽
培
普
及
を
目
指
し
ま

す
。

　

水
橋
支
店
管
内
の
金
木
重

三
さ
ん
の
圃
場
で
は
、
約
20

ア
ー
ル
で
た
ま
ね
ぎ
苗
を
定

植
し
ま
し
た
。
今
回
の
定
植

に
使
用
し
た
苗
は
Ｊ
Ａ
と
な

み
野
で
育
苗
さ
れ
た
苗
を
使

用
し
、
同
Ｊ
Ａ
よ
り
借
り
受

け
た
定
植
機
を
使
用
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
毎
月

１
日
、
15
日
、
月
２
回
の
生

育
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
栽

培
管
理
を
し
て
６
月
の
収
穫

を
目
指
し
ま
す
。
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平成30年産米の作柄及び品質平成30年産米の作柄及び品質平成30年産米の作柄及び品質平成30年産米の作柄及び品質１１１１

気象経過と水稲生育への影響気象経過と水稲生育への影響気象経過と水稲生育への影響気象経過と水稲生育への影響２２２２

コシヒカリの概況についてコシヒカリの概況についてコシヒカリの概況についてコシヒカリの概況について３３３３

米品質低下要因と改善対策米品質低下要因と改善対策米品質低下要因と改善対策米品質低下要因と改善対策４４４４

１等米比率は目標95％以上を達成！ 来年も高品質米を目指しましょう！

平成３０年産米の
生育経過、収量・品質の概況

　本年の富山県産米の作柄は、10
月 現 在、作 況 指 数102、10ａ当 た
り収量552kgと昨年より収穫量がや
や増加する見込みです（Ｈ29収量
546kg）。
　品質は今年も良好で、ＪＡなのは
なのうるち玄米の１等比率は目標と
する95％を超えることができまし
た。これは白未熟粒の発生が少なく、
カメムシによる斑点米や胴割粒の発
生を抑えられたことによります。
　なお、うるち玄米の２等以下に格
付け　された理由としては、心白粒
が37％と最も多く、次いで除青未
熟29％、胴割粒12％となっています。

　本年は、初期分げつの発生が遅れましたが、６月上旬の高温多照で茎数は急激に増加し、その後も茎
数は平年より多く推移しました。さらに、平年より13日早く７月９日頃に梅雨明けした後も高温多照は
続き、出穂が早まわるとともに弱勢分げつの淘汰が進みました。８月末以降は前線や台風等の影響で降
雨が続き、登熟の遅延や不良、倒伏の拡大、収穫の遅れが見られました。
　また、出穂後の気温は一時的には高温になりましたが、概ね平年並みだったことから、白未熟粒（基
白粒等）や胴割粒の発生は少なく、米の一等比率は向上しました。

～ＪＡなのはな生育基礎ほ（８か所）調査結果より～

　生育基礎ほの坪刈収量は、目標比108％と高くなりま
した。これは登熟歩合が低かったものの、１穂粒数（㎡
当たり粒数）がかなり多かったことによるものです（図３）。
　一方、１穂粒数が多くなると心白粒や乳白粒の発生
が多くなる傾向があり（図４）、登熟期の天候によっ
てはさらに多発し、品質低下を増幅することになって
しまいます。
　１穂粒数は穂数を確保することにより抑制すること
が大事です。植付株数は70株／坪とし、田植え（活着）
後の浅水管理で初期の良質な分げつの確保に努めまし
ょう（図５）。

★営農情報提供サービスへの登録はこちらから〈情報提供内容〉
●栽培管理情報
●緊急的な気象情報や災害防止対策等の情報
●その他必要と思われる情報

★なのはな農協では皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★

QRコードにスマホ等をかざして
必要な情報を登録してください

表１ 平成30年産米の作柄品質

H26
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90

80
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60

50
H27 H28 H29 H30

表２　品質低下につながった主な要因と改善対策

白未熟粒
・心白粒
・乳白粒
・基白粒

胴割粒

過剰着粒、倒伏
主な発生要因 主な対策及び改善方向（例）

稲体の活力低下

出穂が早く、高温阻害

刈遅れ
かん水不足、早期落水

散布が遅い、防除回数が少ない

雑草が多く、カメムシが多発

・適正な基肥量（転作跡田は減肥する）
・中干しの徹底（遅れず、しっかりと干す）
・土づくり、基肥をしっかり施用　・葉色に応じた追加穂肥
・水管理の徹底（幼穂形成期の飽水管理、出穂後の湛水管理）
・コシヒカリは５月15日を中心とした田植え
・老化苗防止　→　播種を早めない
・適期刈取（籾黄化が早いほ場から計画的に刈取）
・刈取５～７日前まで間断かん水の実施
・フェーンが予想される場合は事前に入水
・品種毎の適切な時期に防除を実施
・傾穂期防除の徹底
・雑草地や畦畔の草刈り徹底、ほ場内の除草の徹底

斑点米

　次年度も気象変動（高温）に打ち勝つ米づくり ～穂数稲への誘導 〈早期に充実した分げつの確保〉と
根づくり〈稲体活力維持〉～ を目標に取り組み、高品質米生産に努めましょう。

（原稿提供：富山農林振興センター）※次年度対策の詳細については次号以降でお伝えします。

作況指数
（10月15日現在） 富山県　１０２

富山県　５５２㎏

富山県    ８９.７％
JAなのはな ９５.６％

10ａ当たり収量
（10月15日現在）

うるち玄米１等比率
　県： 9月30日現在
　JA：10月19日現在

℃

                                     

mm/day , MJ/㎡ 

は平年値

 

コシヒカリ出穂期7月30日 

コシヒカリ成熟期9月7日 

梅雨明け後～　８月初めの高温多照　　

６月上旬の高温多湿

7/13 ～8/5
まとまった降雨なし

前線、台風による断続的降雨

 

→分げつの淘汰、出穂の促進

→分げつの促進

→葉色の低下

→収穫の遅れ、倒伏

８月末以降の低日射
→登熟不良、品質低下

図２　平成30年の気象経過（富山地方気象台）

図３ コシヒカリ収量及び収量構成要素

図５　初期分げつと１穂粒数図４　１穂粒数と心白粒・乳白粒発生率（肉眼調査）

平均気温

日射量

降水量

※Ｈ30は10月19日現在

（H30　JAなのはな生育基礎ほ、対目標比）

（H30　JAなのはな生育基礎ほ）（H30　JAなのはな生育基礎ほ）

１穂粒数が多いほど心白粒・
乳白粒の発生が多い

初期分げつが確保される
と１穂粒数は抑えられる

　本年の米品質は全般的には良好でしたが、一部地域では白未熟粒等の発生が見られました。 mm/day , MJ/
梅雨明け後～　８月初めの高温多照　　

６月上旬の高温多湿

7/13 ～8/5
まとまった降雨なし

前線、台風による断続的降雨

→分げつの淘汰、出穂の促進

→分げつの促進

→葉色の低下

→収穫の遅れ、倒伏

８月末以降の低日射
→登熟不良、品質低下
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ト

に
行
き
始
め
た
ら
し
い
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
ほ
ほ
お
。
内
助
の
功
か
、
美
し
い

の
う
。
で
は
、
虎
次
郎
が
年
末
調
整
で
、
お

か
み
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
勤
務
先
へ
お
か
み

さ
ん
の
年
間
収
入
を
届
出
す
る
必
要
が
あ
る

の
う
。
見
積
り
で
も
よ
い
が
届
出
は
済
ん
で

お
る
の
か
。

熊
さ
ん
・
・
見
積
り
で
い
い
で
や
ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
。
だ
が
、
見
積
り
を
誤

る
と
年
明
け
に
再
度
の
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
で
き
る
だ
け

正
確
な
金
額
で
届
出
し
た
方
が
よ
い
な
。
見

積
り
に
は
、
パ
ー
ト
収
入
の
他
に
年
金
収
入

や
事
業
収
入
、
そ
の
他
の
臨
時
的
な
収
入
を

忘
れ
ず
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
る
ぞ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
で
や
ん
す
か
。
さ
す
が
御
隠

居
、
よ
く
ご
存
知
で
。

御
隠
居
・
・
他
に
は
、
子
供
の
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
に
も
気
を
つ
け
た
方
が
よ
い
な
。
一
〇
三

万
円
を
超
え
る
と
扶
養
控
除
の
対
象
外
じ
ゃ
。

つ
ま
り
、
家
族
の
一
年
間
の
収
入
を
し
っ
か

り
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
ん
し
た
。
お
か
み
さ
ん

の
臨
時
収
入
や
子
供
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
に

も
注
意
し
て
年
末
調
整
の
届
出
を
す
る
よ
う

に
言
っ
て
お
く
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
そ
う
い
え
ば
、
今
年
か
ら
は
、
配

偶
者
控
除
が
改
正
さ
れ
て
お
る
ぞ
。
虎
次
郎

も
合
計
所
得
金
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
、

お
か
み
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
。
ま
た
、
配
偶
者
特
別

控
除
も
、
大
き
く
改
正
さ
れ
て
お
る
ぞ
。
虎

次
郎
の
合
計
所
得
金
額
に
も
よ
る
が
、
お
か

み
さ
ん
の
収
入
が
パ
ー
ト
収
入
だ
け
の
場
合
、

一
年
間
の
収
入
金
額
が
、
百
五
十
万
円
ま

で
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
控
除
と
同
額
の
配
偶

者
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
の
じ
ゃ
。
ま
た
、

百
五
十
万
円
を
超
え
て
も
二
百
一
万
円
ま
で

の
場
合
に
は
、
収
入
金
額
に
応
じ
た
配
偶
者

特
別
控
除
を
段
階
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
ま
で
よ
り
お
か
み
さ
ん
が
働
き
や
す
い

環
境
に
見
直
し
さ
れ
て
お
る
ぞ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
で
や
ん
す
か
。
あ
っ
し
も
内

助
の
功
を
受
け
て
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
受

け
た
い
で
や
ん
す
ね
え
。

御
隠
居
・
・
熊
さ
ん
に
も
早
く
そ
う
な
っ
て
も

ら
い
た
い
も
ん
じ
ゃ
の
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
年
末
調
整
が
終
わ
る
と
次
は
確

定
申
告
の
時
期
じ
ゃ
が
、
富
山
税
務
署
の
平

成
30
年
分
の
確
定
申
告
会
場
が
地
鉄
ビ
ル

（
中
央
郵
便
局
向
か
い
）
に
変
わ
る
そ
う

じ
ゃ
！�

（
富
山
税
務
署
）

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

─
内
助
の
功
と
年
末
調
整
─

〜
確
定
申
告
会
場
変
更
の
お
知
ら
せ
〜

【お問い合わせ先】富山五福ショッピングセンターアリス１階　JAなのはな旅行センター　電話076（439）3336

故宮博物院（イメージ）故宮博物院（イメージ）

九份（イメージ）九份（イメージ）平成31年
３月11日（月）～14日（木）
平成31年
３月11日（月）～14日（木）

旅行代金

20名様20名様
119,000円119,000円

募集人員 ●最小催行
　人員10名様
●最小催行
　人員10名様

●大人お一人様２名１室利用●大人お一人様２名１室利用
おすすめポイント
★富山空港直行直帰なので
　らくらくです。
★現地全行程、当ツアー専
　用車にて移動です。
★人気の「九份」や十份で
　の「天燈上げ」と、台北
　郊外の人気スポットもお
　楽しみいただけます。

旅行期間

旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す

     

　

 

耳
よ
り
情
報
局

日 都市名 時間 交通機関 食　事ス ケ ジ ュ ー ル

満喫の
４日間
満喫の
４日間

地元「富山
きときと空港」発着！！
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知識の泉・豊かな心とくらしに「家の光図書」おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

政
府
の
農
協
改
革
を

「
上
か
ら
の
統
治
」、Ｊ
Ａ

の
自
己
改
革
を
「
下
か

ら
の
自
治
」
と
捉
え
、

制
度
改
革
な
ど
の
論
点

を
整
理
。
そ
れ
と
と
も

に
組
合
員
と
地
域
の
多

様
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

自
己
改
革
か
ら
切
り
拓

く
新
た
な
協
同
を
提
案

す
る
。

「
食
べ
る
と
元
気
に
な

れ
る
！
」
と
評
判
の
人

気
料
理
家
に
よ
る
ワ
ン

プ
レ
ー
ト
レ
シ
ピ
。
春

夏
秋
冬
の
テ
ー
マ
ご
と

に
旬
の
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
使
い
、
見
た
目
も
カ

ラ
フ
ル
に
仕
上
げ
た
楽

し
い
ご
は
ん
。
お
い
し

く
食
べ
て
心
も
体
も

ハ
ッ
ピ
ー
に
！

「
一
汁
一
飯
」
と
は
、

「
具
だ
く
さ
ん
汁
物
」

と
「
ご
飯
」
さ
え
あ
れ

ば
、
ふ
だ
ん
の
食
事
で

健
康
づ
く
り
が
で
き
る

と
い
う
も
の
。
簡
単
だ

か
ら
食
欲
不
振
や
胃
弱

の
時
も
気
軽
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
い
し
く
体
を
整
え

て
、
毎
日
元
気
に
。

小
麦
粉
や
卵
、
乳
製
品

は
不
使
用
。
米
粉
を

使
っ
た
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
の
ス
イ
ー
ツ
レ
シ

ピ
。
米
粉
は
小
麦
粉
よ

り
も
扱
い
が
簡
単
な
の

で
、
お
菓
子
づ
く
り
初

心
者
に
も
お
す
す
め
。

簡
単
に
作
れ
て
お
い
し

い
全
48
レ
シ
ピ
。
ア
レ

ル
ギ
ー
の
人
も
安
心
。

「
上
か
ら
の
統
治
」
に
挑
む

「
下
か
ら
の
自
治
」

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
か
ら
切
り
拓
く

新
た
な
協
同

超
元
気
に
な
れ
る
！

あ
ゆ
み
食
堂
の

ワ
ン
プ
レ
ー
ト

定
価800円＋税定

価1,400円＋税

か
ら
だ
に
効
く

不
調
を
と
と
の
え
る

一
汁
一
飯
が
あ
れ
ば
い
い

ふ
ん
わ
り
、
し
っ
と
り

至
福
の
米
粉
ス
イ
ー
ツ 定

価1,300円＋税定
価1,400円＋税

おい
しく食べて

今日もスタ
ート

茨城県笠間市にあ
る「キッチン晴人
（ハレジン）」のオーナーシェフ・永井
智一さんに、元気が湧いてくる朝ご飯
を教えていただきます。

永井智一
（ながい・ともかず）

材料（4人分） 作り方
レシピ2 ハクサイナムル

レシピ1 アサリだしハクサイロール

ハクサイの葉…4枚
塩昆布…大さじ2
塩・こしょう…適宜
ごま油…適宜

❶ハクサイの葉は細切りにしてボウ
ルに入れ、塩昆布と一緒にもみ込
みなじませる。

❷ごま油、塩・こしょうで味を調え
出来上がり。

ハクサイの葉
（下ゆでした物）…大8枚
Ａ豚ひき肉…100g
　タマネギみじん切り…1/2個分
　おろしショウガ…小さじ
　塩・こしょう…適宜
アサリ…1パック
塩・こしょう…適宜
しょうゆ…大さじ1
みりん…大さじ1
水…5カップ
トマト…大1個

❶Ａを全てボウルに入れ粘りが出る
まで混ぜ合わせ、4つに分け団子
状に丸める。ゆでたハクサイの葉
を交互に並べて肉団子を置き手前
から巻いてい
き、つまよう
じで留め、ハ
クサイロール
を作る。

❷鍋に水、砂抜きしたアサリを入れ
火にかけ、沸騰したらアサリを取
り出しむき身にする。

❸❷のアサリだしにしょうゆ・みり
ん・ハクサイロールを入れ中火で
15分煮込み、塩・こしょうで味を
調え、火から下ろす（1時間ほど
なじませる）。

❹❸を器に盛り付け、むき身にした
アサリと、熱湯に入れ皮をむきつ
ぶしたトマトをあしらい、ハーブ
（材料外）をバケット（材料外）
を添える。

材料（4人分） 作り方

レシピ1
レシピ2

積
り
に
は
、
パ
ー
ト
収
入
の
他
に
年
金
収
入

や
事
業
収
入
、
そ
の
他
の
臨
時
的
な
収
入
を

忘
れ
ず
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
る
ぞ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
で
や
ん
す
か
。
さ
す
が
御
隠

居
、
よ
く
ご
存
知
で
。

御
隠
居
・
・
他
に
は
、
子
供
の
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
に
も
気
を
つ
け
た
方
が
よ
い
な
。
一
〇
三

万
円
を
超
え
る
と
扶
養
控
除
の
対
象
外
じ
ゃ
。

つ
ま
り
、
家
族
の
一
年
間
の
収
入
を
し
っ
か

り
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
ん
し
た
。
お
か
み
さ
ん

の
臨
時
収
入
や
子
供
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
に

も
注
意
し
て
年
末
調
整
の
届
出
を
す
る
よ
う

に
言
っ
て
お
く
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
そ
う
い
え
ば
、
今
年
か
ら
は
、
配

偶
者
控
除
が
改
正
さ
れ
て
お
る
ぞ
。
虎
次
郎

も
合
計
所
得
金
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
、

お
か
み
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
。
ま
た
、
配
偶
者
特
別

控
除
も
、
大
き
く
改
正
さ
れ
て
お
る
ぞ
。
虎

次
郎
の
合
計
所
得
金
額
に
も
よ
る
が
、
お
か

み
さ
ん
の
収
入
が
パ
ー
ト
収
入
だ
け
の
場
合
、

一
年
間
の
収
入
金
額
が
、
百
五
十
万
円
ま

で
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
控
除
と
同
額
の
配
偶

者
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
の
じ
ゃ
。
ま
た
、

百
五
十
万
円
を
超
え
て
も
二
百
一
万
円
ま
で

の
場
合
に
は
、
収
入
金
額
に
応
じ
た
配
偶
者

特
別
控
除
を
段
階
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
ま
で
よ
り
お
か
み
さ
ん
が
働
き
や
す
い

環
境
に
見
直
し
さ
れ
て
お
る
ぞ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
で
や
ん
す
か
。
あ
っ
し
も
内

助
の
功
を
受
け
て
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
受

け
た
い
で
や
ん
す
ね
え
。

御
隠
居
・
・
熊
さ
ん
に
も
早
く
そ
う
な
っ
て
も

ら
い
た
い
も
ん
じ
ゃ
の
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
年
末
調
整
が
終
わ
る
と
次
は
確

定
申
告
の
時
期
じ
ゃ
が
、
富
山
税
務
署
の
平

成
30
年
分
の
確
定
申
告
会
場
が
地
鉄
ビ
ル

（
中
央
郵
便
局
向
か
い
）
に
変
わ
る
そ
う

じ
ゃ
！�

（
富
山
税
務
署
）

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

（答は13Ｐ）　　　

まちがいさがしまま
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富山マラソン2018富山マラソン2018における
当農協職員の活躍について

杉谷大夢職員（中部支店）杉谷大夢職員（中部支店）

表彰式（後列右から2番目）表彰式（後列右から2番目）

　

十
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
、
マ
ラ
ソ
ン

（
四
二･

一
九
五
㎞
）
の
部
に
お
い
て
、
中
部

支
店
の
杉
谷
大
夢
職
員
が
、タ
イ
ム（
グ
ロ
ス
）

２
時
間
31
分
９
秒
で
男
子
の
部
７
位
（
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
男
子
の
部
参
加
者
９
３
７
６
人
中
）
に

入
り
、
見
事
に
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
タ
イ
ム
、

順
位
と
も
に
昨
年
を
上
回
る
大
変
優
秀
な
成
績

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
の
三
月
三
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
へ
の

参
加
資
格
を
得
て
お
り
ま
す
。
杉
谷
大
夢
職
員

は
「
３
度
目
の
出
場
で
初
め
て
目
標
の
入
賞
を

達
成
し
た
。
練
習
を
重
ね
た
成
果
が
出
た
。
37

キ
ロ
地
点
ま
で
は
２
位
だ
っ
た
の
で
少
し
悔
し

さ
も
残
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
当
農
協
職
員
の
中
で
は
、
４
名
が
制

限
時
間（
７
時
間
）以
内
に
完
走
い
た
し
ま
し
た
。

　

他
の
完
走
者
は
、
左
記
の
職
員
と
な
り
ま
す
。

　
　

・
中
部
支
店　
　

三
枝　

範
彦

　
　

・
和
合
支
店　
　

大
島　

晃
一

　
　

・
営
農
企
画
課　

馬
渕　

克
洋

　
　

・
自
動
車
課　
　

小
葉
松
俊
一

ゆず

泥ねぎ
（全地域）

大かぶ
（全地域）大根

人参 白菜

果肉に比べると果皮にビタミンCが豊
富で抗酸化作用が多くあるので、皮を
薄く切って大根と一緒に酢漬けにする
など調理法を工夫して積極的に利用し
ましょう。大型種は主に鑑賞用です。

越冬野菜の定番。ネギは冬期間
よく使います。日陰の土中に青葉
を出して斜めに埋めておけば、春
まで保存できます。

二キロ以上に育つ大きなかぶ。香
りが強く、肉質も緻密であること
から、千枚漬けやかぶら寿しにど
うぞ。

いよいよ煮物、漬物シーズン突入！生
のサクサクした歯ごたえ、おろした
時の辛さ、炊き合わせた時の旨味を
含んだ状態と三つの顔が楽しめます。

これからどんどん出荷されます。
雪が降っても、雪の中から掘り出
して出荷。最近は紫や黄色、白な
ど食卓に彩りを添える生食に適し
た品種も増えています。

現在の主流は内側が黄色みを帯び
た黄芯系、オレンジ色の品種もあ
ります。持ち運びしやすく食べき
りサイズのミニ白菜も手軽さや扱
いやすさから人気を集めています。

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」野
菜
紹
介

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」旬
の
農
産
物
や
切
り
花
な

ど
様
々
な
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、近
所
の
方
・

友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下
さ
い
。

自
慢
の
野
菜
・
花
・
加
工
品
を

直
売
所
で
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会

　員

募
集
中

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の

お
知
ら
せ

（
11
月
１
日
〜
４
月
30
日
ま
で
）
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年
末
年
始
の
業
務
に
つ
い
て
、
左

記
の
通
り
ご
案
内
致
し
ま
す
。

６日
（日）

５日
（土）

４日
（金）

３日
（木）

２日
（水）

１月１日
（火）

31日
（月）

30日
（日）

29日
（土）

28日
（金）

27日
（木）

26日
（水）

25日
（火）

12月24日
（月） 月　日

休業 休業
為替業務

のみ
取り扱い

休業 休業 休業 休業 休業 休業 通常
営業

通常
営業

通常
営業

通常
営業 休業

支店・
営業所

休業
通常
営業
(豊田）

臨時
営業

（豊田・
 呉羽）

休業 休業 休業
臨時
営業

（豊田）
休業

通常
営業

（豊田）

通常
営業

通常
営業

通常
営業

通常
営業 休業 給油所

通常
営業 初売り 休業 休業 休業 休業 休業 休業 年末

営業
通常
営業

通常
営業

通常
営業

通常
営業 定休日

農産物
直売所

※
給
油
所
の
臨
時
営
業
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

※
農
産
物
直
売
所
の
29
日
の
営
業
は
午
後
３
時

ま
で
。

全 日

1月3日（木）の
本支店ＡＴＭ
運転休止を除く

本
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

ご
利
用
頂
け
ま
す
。 で

８
時
〜
21
時

年末年始の
ATM稼働
について

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
役員会報告　11月26日（月） 開催

JAなのはな概況　（10月31日現在）

◆付議事項
　・役員選任規程細則の一部変更について
　・内部統制システム基本方針策定について
　・内部監査規程の改正について
　・ＪＡ事業運用モデル（利用率）の設定及び貸出強化に向け

た取組方針について
　・貸出について
　・理事との契約について
　・出資金の減額について
　・富山地区４ＪＡ合併研究会への参加について
◆報告事項
　・10月末残高試算表について
　・10月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
　・共済コンプライアンス点検結果について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

５，４４２人
５，４９７人

１２６５億５４６０万円
１０９６億７８５２万円
１５３億９５１６万円
２５８７億１１２８万円
３４億 ３０７万円
２５億４８６９万円

1 土 ＪＡ女性大会・家の光大会

2 日

3 月 定休日（農産物直売所）

4 火 料理講習会（呉羽）

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月 定休日（農産物直売所）

11 火
12 水
13 木
14 金
15 土 第３回フレッシュミズの会・親子料理教室

16 日
17 月 定休日（農産物直売所）

18 火 女性大学校閉校式（本店）

19 水
20 木
21 金
22 土
23 日 天皇誕生日

24 月 振替休日
定休日（農産物直売所）

25 火 フラワーアレンジ（南部）

26 水 フラワーアレンジ（東部）

27 木 フラワーアレンジ（北部・呉羽）

28 金 フラワーアレンジ（呉羽・水橋）

29 土 年末営業（農産物直売所）

30 日
31 月 臨時営業（豊田給油所）

まちがいさがしまま
答え

３…お寺の屋根が高
い

６…そばが短い

８…イスの背もたれ
が低い

９…小鉢の形が違う

11…エビの天ぷらが
少ない

JA日誌JA日誌 11． 10 農協まつり・ふれあい電化ショー
  （～ 11日）
 20 第47回ＪＡ富山県大会
 26 役員会
 28 支店長会議
  水橋支店防犯訓練

年
末
年
始
の

営
業
案
内

年
末
年
始
の

営
業
案
内
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全農とやまグループ・
協賛／出展農業機械・肥料農薬メーカー各社
後援／富山県農業者協議会・富山県企業稲作経営者協会・富山県農業法人協会
　　　富山県青年農業者協議会・ＪＡ富山県青壮年組織協議会
　　　富山県園芸振興推進協議会・農林中央金庫・ＪＡ三井リース株式会社

JA全農とやま 農業機械課  TEL076-429-8193お問い合わせ

●主穀作用大型機械
　（トラクター、田植機、コンバイン、ＩＣＴ関連）
●ドローン　　　　　　　●作業機・調製機
●第4次排ガス規制対応前機、実演機
●園芸関連機械　　　　  ●小物販売
●生産資材コスト低減　　●営農情報

コーナー

生産者×JA共同購入トラクター

直進キープ
田植機

完全自動
飛行
ドローン

食味分析

コンバイ
ン

富山産業展示館（テクノホール）
西館  富山市友杉1682
富山産業展示館（テクノホール）
西館  富山市友杉1682
富山産業展示館（テクノホール）
西館  富山市友杉1682

12/14金～15土
10:00 ～ 16 :00（15日は15:00まで）
12/14金～15土
10:00 ～ 16 :00（15日は15:00まで）
12/14金～15土
10:00 ～ 16 :00（15日は15:00まで）

担 い 手 向 け 農 業 機 械 展 示 会担 い 手 向 け 農 業 機 械 展 示 会担 い 手 向 け 農 業 機 械 展 示 会

2018年発表
最 新 型
多数展示！！

アグリ
チャレンジ
2018

アグリ
チャレンジ
2018

整地ダンプ整地ダンプ

熊谷・イガラシ・冨士トレーラーキャンペーン対象メーカー

エアーコンプレッサーエアーコンプレッサー

クボタキャンペーン対象メーカー

除雪機除雪機除雪機除雪機除雪機除雪機除雪機
井関・クボタ・
ヤンマー・
やまびこ

キャンペーン対象メーカー

粗選機
光選別機
精米機

粗選機
光選別機
精米機
サタケ
キャンペーン対象メーカー

農機キャンペーン実施中!農機キャンペーン実施中!冬秋

広報
編集/発行　なのはな農業協同組合　企画総務部　〒931-8540（個別番号） 富山県富山市豊田本町3-18-21　TEL（076）438-2211
印刷/いおざき印刷株式会社
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